
 

 

 



富士Ｓは過去１０年で、ディープ産駒の牡馬が４勝を挙げています。 

今年のメンバーで該当するのは・・・ 

 

アルジャンナ（４歳） 

ワグネリアン（６歳） 

 

ワグネリアンは年齢と近走成績からは 

「深追い禁物のディープ産駒」に該当します。 

先日、マカヒキの復活に驚かされたばかりですが 

前走２桁着順からの巻き返しが非常にレアな 

ディープ産駒の特性を考えますと、無印になりますな。 

 

本命は１０番アルジャンナ 

父：ディープインパクト 

母父：米国型インリアリティ系 

この配合は、直線のトップスピードを 

強化する配合で、高速上りの出る 

東京コースは最適の舞台でございます。 

前走は大きく崩れましたが、距離延長ローテと 

休み明け好走直後の反動に加え、 

超外差し馬場で、内目の枠からの早仕掛け。 

展開も向かず、敗因は明確な１戦でございました。 

 



ちなみに、先々週のＧ３サウジアラビアＲＣは 

２歳戦でも上り最速が３３秒２という高速上り馬場で 

アルジャンナの全弟コマンドラインが快勝しております。 

 

★２番ザダルはディープ系種牡馬トーセンラー産駒。 

トーセンラーのＧ１勝ち星はマイルチャンピオンシップですな。 

産駒成績としてはマイル戦は決して褒められた戦績ではありませぬが 

前走２０００ｍからの距離短縮では複勝率４０％で、単勝回収率６１０％ 

複勝回収率５５８％と言う成績を残しております。 

 

○８番ラウダシオンは、距離延長で激走するタイプ。 

東京コースを最も得意としており、ゆったりとした 

レース間隔で力を発揮するタイプ。 

 

▲３番マイラプソディは、典型的な 

ハーツクライ産駒で、距離延長を好み 

距離短縮で凡走するタイプですな。 

前走は距離短縮の初のマイル戦でも 

０秒３差５着に健闘しており、再度のマイル戦で 

パフォーマンスを上げて来る可能性がございます。 

母父、祖母父共に米国型血統を持つ事で、 

２歳戦でも走りましたが、クラシックで通用する程の 

完成度は期待しにくいのがハーツクライ産駒で、 



古馬になってから完成期を迎える産駒が多く、 

２歳戦で重賞を勝った能力の高さがあれば、 

完成期を迎えれば、Ｇ２クラスでも通用するはず。 

このレースに限らず、今後は常に警戒が必要な 

存在であると考えておりまする。 


